






 

〔目的及び方法〕 

 前回に引きつづき、筋萎縮過程における筋構造蛋白の変化を、ウィスクー系

ラット 200g 前後を使用し、坐骨神経切断、坐骨神経挫滅、腱切断等を施行し、

処置前、処置後 1.2.3.週の m.Soleus 及び m.gastrocnemius の SDS 電気泳動を

施行した。同時に神経切断時の萎縮パターンを m.soleus 及び m.gastrocnemius

について、組織化学的及び電顕を利用して検討した。 


